
 

 

 

 

 

 

本日、カンボジアからの留学生が深溝小学校を訪れ、子どもたちと交流しました。幸田

町は２００５年の愛・地球博のフレンドシップ事業で、カンボジア王国のホームタウンと

なって以来、交流を継続しています。「ជម្រាបសួរ（チョムリアップスォ）」はクメール語で

「こんにちは」という意味です。外国の文化に触れる貴重な機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→交流会には５、６年生が参加しました。積極的に質問をする姿が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→３年生が理科の授業で生き物を探していました。ビオトープにはいろいろな生き物がいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→理科の授業では様々なものを観察します。実際に見ることで新たな発見があります。 
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